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第１回策定委員会 

参考資料 

アンケート調査の結果 

 

１ アンケート調査の概要 

  計画策定にあたり、高齢者の心身の状況やその置かれている環境、高齢者を支える人

材の実態を把握するため、４種類のアンケート調査を実施しました。 

 

（１） 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査目的 

介護状態になる前の高齢者について、日頃の生活の状況やサービスの利用意

向などを調査するもので、今後の高齢者福祉サービスや健康づくりの方策の

検討 

調査期間 令和元年１２月６日から１２月２０日まで 

対象者 
本市の６５歳以上の高齢者のうち要介護１～５以外の者 ３，２００人 

※令和元年１１月２７日現在の住民基本台帳より無作為抽出 

調査方法 郵送により調査票を発送・回収 

回収状況 有効回答数２，０５１件（有効回答率 ６４．１％） 

 

（２） 在宅介護実態調査 

調査目的 
｢高齢者の在宅生活の継続」と「介護者の就労継続」に向けた介護サービスの

在り方を検討 

調査期間 平成３０年１０月１日から令和元年９月３０日まで 

対象者 
在宅で生活をしている要支援、要介護認定を受けている方のうち、調査期間

内に更新申請・区分変更申請に伴う認定調査を受けた方 

調査数 ６４５人 

調査方法 
認定調査員が、調査対象者の認定調査の際に、本人及び主たる介護者と対面

して当該調査について聞き取りを実施 

 

（３） 介護サービス事業所実態調査 

調査目的 介護人材の確保・育成、定着支援に関する取組を検討 

調査期間 令和元年１２月６日から１２月２０日まで 

対象者 
令和元年１０月１日現在、徳島市内でサービスを提供している事業所 

５４０事業所 

調査方法 郵送配布、郵送・FAX及びメールによる回収 

回収状況 有効回答数 ４３６件（有効回答率 ８０．７％）   

 

（４） 居所変更実態調査報告書 

調査目的 住み慣れた住まい等で暮らし続けるために必要な機能等を検討 

調査期間 令和２年１月６日から１月２０日まで 

対象者 
令和元年１２月１日現在、徳島市内にある施設・居住系サービス事業所 

１６４事業所  

調査方法 郵送配布、郵送・FAX及びメールによる回収 

回収状況 有効回答数１２７件（有効回答率７７．４％） 
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２ アンケート調査の結果 

【１】介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

１．回答者の属性 

（１）圏域、年齢、性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位（上段）：人、単位（下段）：％

北部地域 西部地域 南西部地域 南東部地域

2,051 648 524 471 408

100.0 31.6 25.5 23.0 19.9

887 281 223 198 185

100.0 31.7 25.1 22.3 20.9

1,164 367 301 273 223

100.0 31.5 25.9 23.5 19.2

533 166 138 121 108

100.0 31.1 25.9 22.7 20.3

559 185 139 120 115

100.0 33.1 24.9 21.5 20.6

430 141 99 105 85

100.0 32.8 23.0 24.4 19.8

292 91 83 66 52

100.0 31.2 28.4 22.6 17.8

237 65 65 59 48

100.0 27.4 27.4 24.9 20.3

491 158 118 109 106

100.0 32.2 24.0 22.2 21.6

396 123 105 89 79

100.0 31.1 26.5 22.5 19.9

601 193 159 132 117

100.0 32.1 26.5 22.0 19.5

563 174 142 141 106

100.0 30.9 25.2 25.0 18.8

性・年齢

男性　前期高齢者

　　　後期高齢者

女性　前期高齢者

　　　後期高齢者

年齢

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

母数 
(n)

圏域

全  体

性別

男性

女性
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２．各種リスク判定結果 

（１）運動器の機能低下リスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して 5問中 3問以上該当する場合は、運動器機能の低下している高齢者となります。 

設問 選択肢 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか できない 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか できない 

15分位続けて歩いていますか できない 

過去 1年間に転んだことはありますか 何度もある／1度ある 

転倒に対する不安は大きいですか 
とても不安である／ 

やや不安である 

 

【全体】 

「該当」が 22.5％、「非該当」が 77.5％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者では 16.4％であるのに対し、総合事業対象者が 52.9％、要支援

１・２が 74.1％と多くなっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、女性の後期高齢者が 30.9％と最も多く、次いで男性の後期高齢者が 21.6%

となっています。男女ともに、後期高齢者の該当者は、前期高齢者の約 3倍となっています。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

「該当」について、最も多い南西部（18.2%）と最も少ない「南東部（14.0%）」との差は 4.2

ポイントとなっています。 

 

 

【全体：運動器の機能低下リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.5

16.4

52.9

74.1

77.5

83.6

47.1

25.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：運動器の機能低下リスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 22.5 20.4 2.1 

 

 

 

  

16.4 

6.9 

21.6 

10.5 

30.9 

17.5 

15.2 

18.2 

14.0 

0% 15% 30% 45%

全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）

南東部地域（n=363）

(SA％)

性
・年
齢
別

圏
域
別
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（２）転倒リスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、転倒リスクのある高齢者となります。 

設問 選択肢 

過去 1年間に転んだことはありますか 何度もある／1度ある 

 

【全体】 

「該当」が 36.9％、「非該当」が 63.1％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者では 33.5％だったのに対し、総合事業対象者が 70.6％、要支援

１・２が 64.9％と約２倍の確率となっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、女性の後期高齢者が 43.6％と最も多く、次いで男性の後期高齢者が 39.8%

となっています。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

「該当」について、南東部が 30.6%とやや低くなっています（他圏域は 34％台）。 

 

 

【全体：転倒リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.9

33.5

70.6

64.9

63.1

66.5

29.4

35.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：転倒リスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 36.9 35.0 1.9 

 

 

  

33.5 

23.6 

39.8 

30.5 

43.6 

34.3 

34.1 

34.1 

30.6 

0% 15% 30% 45%

全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）
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（３）閉じこもりのリスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、閉じこもり傾向のある高齢者となります。 

設問 選択肢 

週に 1回以上は外出していますか ほとんど外出しない／週 1回 

 

【全体】 

「該当」が 17.8％、「非該当」が 82.2％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者の 14.4％であったの対し、総合事業対象者が 41.2％、要支援１・

２が 45.9％と、約 3倍の該当率になっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、女性の後期高齢者が 22. 0％と最も多く、次いで男性の後期高齢者の 21.9%

となっています。女性の前期高齢者が最も低く、7.6%となっています。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

「該当」について、最も多い「南東部（16.3%）」と最も少ない「南西部（13.2%）の差は 3.1ポ

イントとなっています。 

 

【家族構成（一般高齢者）】 

「該当」について、息子・娘との２世帯が 20.6％と最も多く、最も低かった夫婦２人暮らし（配

偶者 65歳以上）（12.4％）と比較すると、8.2ポイント多くなっています。 

 

【外出を控えている理由（リスク該当者）】 

男女ともに「足腰の痛み」が最も多く、次いで「病気」（女性は同率で「尿失禁の心配」）と

なっています。男性は、３番目に「外での楽しみがない」が多くなっています。 

 

 

【全体：閉じこもりリスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.8

14.4

41.2

45.9

82.2

85.6

58.8

54.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：閉じこもりリスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別、家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閉じこもりリスク該当者：外出を控えている理由】 

（リスク該当者性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 17.8 18.0 △0.2 

37.8

11.5

13.5

12.8

11.5

8.3

7.7

4.5

5.8

4.5

44.0

14.4

14.4

7.7

12.9

6.7

7.2

5.3

4.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

病気

外での楽しみがない

交通手段がない

経済的に出られない

耳の障害（聞こえの問題など）

その他

目の障害

障害（脳卒中の後遺症など）

(MA％)

男性リスク該当者（n=156）

女性リスク該当者（n=209）

14.4 

10.6 

21.9 

7.6 

22.0 

13.7 

15.0 

13.2 

16.3 

14.8 

12.4 

14.3 

20.6 

13.0 

0% 15% 30% 45%

全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）

南東部地域（n=363）

１人暮らし（n=359）

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）（n=704）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）（n=105）

息子・娘との２世帯（n=315）

その他（n=316）

(SA％)

性
・年
齢
別

圏
域
別

家
族
構
成
別
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（４）口腔機能の低下リスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して 3問中 2問該当する場合は、口腔機能の低下している高齢者となります。 

設問 選択肢 

【咀嚼機能低下】半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい 

【嚥下機能低下】お茶や汁物等でむせることがありますか はい 

【肺炎発症リスク】口の渇きが気になりますか はい 

 

【全体】 

「該当」が 29.3％、「非該当」が 70.7％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者では 26.6％であったのに対し、最も多い要支援１・２が 52.7％

と約 2倍となっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、女性の後期高齢者が 34.0％と最も多く、次いで男性の後期高齢者が 33.9%

となっています。男女ともに後期高齢者で多く、前期高齢者の約 1.6倍となっています。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

「該当」について、最も多い「南西部地域（30.5％）」と最も少ない「西部地域（24.2％）」

との差は 6.3ポイントとなっています。 

 

 

【全体：口腔機能低下リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3

26.6

41.2

52.7

70.7

73.4

58.8

47.3
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全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：口腔機能低下リスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 29.3 33.3 △4.0 
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21.5 

33.9 
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34.0 
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男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）

南東部地域（n=363）

(SA％)
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別
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（５）栄養改善のリスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に該当する場合は栄養改善リスクのある高齢者となります。 

設問 選択肢 

身長・体重から算出される BMI（体重（kg）÷身長（m）2） 18.5未満 

 

【全体】 

「該当」が 8.1％、「非該当」が 91.9％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者では「該当」が 7.6％に対し、総合事業対象者が 11.8％（+4.2）、

要支援１・２が 12.7％（+5.1％）となっています。 

 

【性・年齢】 

「該当」について、前期高齢者・後期高齢者ともに男性よりも女性が多くなっています。 

 

【圏域】 

「該当」について、最も多い「南東部（9.8％）」と最も少ない「西部地区（7.3％）」の差は

2.5ポイント、平均の 8.1％から±1.7ポイント以内に分布しています。 

 

 

【全体：栄養改善リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 
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【全体：栄養改善リスク該当者の割合】 

（全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 8.1 7.3 0.8 
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（６）低栄養のリスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して 2問中 2問該当する場合は、低栄養状態にある高齢者となります。 

設問 選択肢 

身長・体重から算出される BMI（体重（kg）÷身長（m）2） 18.5未満 

6か月間で 2～3kg以上の体重減少がありましたか はい 

 

【全体】 

「該当」が 1.5％、「非該当」が 98.5％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者の 0.9％に対して、総合事業対象者と要支援１・２がそれぞれ

5.9％と 5ポイント高くなっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、男性の前期高齢者が 0.8％、男性の後期高齢者が 0.9％、女性の前期高齢が

1.0％、女性の後期高齢者が 0.9％となっており、ほとんど差は見られませんでした。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

「該当」について、西部が 0.4％とやや低くなっています。 

 

 

【全体：低栄養リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.5

0.9

5.9

5.9

98.5

99.1

94.1

94.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：低栄養リスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9 

0.8 

0.9 

1.0 

0.9 

1.2 

0.4 

1.0 

1.1 

0% 1% 2% 3% 4% 5%

全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）

南東部地域（n=363）

(SA％)

性
・年
齢
別

圏
域
別
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（７）認知機能の低下リスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、認知機能の低下がみられる高齢者となります。 

設問 選択肢 

物忘れが多いと感じますか はい 

 

【全体】 

「該当」が 51.4％、「非該当」が 48.6％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者では 48.4％であったのに対し、総合事業対象者が 70.6％、要支

援１・２が 76.6％と多くなっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、男女ともに後期高齢者が前期高齢者に比べて多くなっています。 

 

【圏域（一般高齢者）】 

最も多い「南西部（50.6％）」と最も少ない「西部（46.8%）」との差は 3.8ポイントとなっ

ています。 

 

 

【全体：認知機能低下リスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.4

48.4

70.6

76.6

48.6

51.6

29.4

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

該当 非該当

(SA%)
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【一般高齢者：認知機能低下リスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 51.4 50.8 0.6 

 

 

  

48.4 

39.9 

54.1 

44.1 

59.3 

48.0 

46.8 

50.6 

48.5 

0% 15% 30% 45% 60% 75%

全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

北部地域（n=583）

西部地域（n=466）

南西部地域（n=417）

南東部地域（n=363）

(SA％)

性
・年
齢
別

圏
域
別
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（８）IADLの判定 

●IADLの判定方法 

以下の設問に「できるし、している」「できないけどしていない」と回答した場合を 1点として

5点満点で判定し、5点を「高い」、4点を「やや低い」、3点以下を「低い」と評価。 

設問 選択肢 配点 

バスや電車で一人で外出していますか（自家用車でも可） 
できるし、している／ 

できるけどしていない 
1点 

自分で食品・日用品の買物をしていますか 
できるし、している／ 

できるけどしていない 
1点 

自分で食事の用意をしていますか 
できるし、している／ 

できるけどしていない 
1点 

自分で請求書の支払いをしていますか 
できるし、している／ 

できるけどしていない 
1点 

自分で預貯金の出し入れをしていますか 
できるし、している／ 

できるけどしていない 
1点 

※手段的自立度（IADL）とは、『手段的日常生活動作』と訳され、日常生活を送る上で必要な動作

のうち、買い物や洗濯、掃除等の家事全般や、金銭管理や服薬管理、外出して乗り物に乗ることな

どを指します。 

 

【全体】 

「５点（高い）」が 82.4％で最も多く、次いで「４点（やや低い）」が 8.4％、「３点以下（低

い）」が 6.5％となっています。 

 

【性・年齢】 

「３点以下（低い）」は、男性の後期高齢者が 14.4％と最も多くなっています。 

 

【認定該当状況】 

「３点以下（低い）」は、一般高齢者者が 4.2%と低いのに対して、総合事業対象者は 29.4％

（一般高齢者の 7倍）、要支援１・２は 25.4％（一般高齢者の 6倍）とそれぞれ多くなっていま

す。 
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【全体：IADL の判定結果】 

（全体、性・年齢別、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者（3点以下）の割合 6.5 8.1 △1.6 

 

 

  

82.4 

84.3 

66.9 

95.8 

77.1 

86.2 

58.8 

50.2 

8.4 

9.8 

14.9 

1.7 

9.9 

7.2 

5.9 

19.5 

6.5 

3.7 

14.4 

1.2 

9.2 

4.2 

29.4 

25.4 

2.7 

2.2 

3.8 

1.3 

3.7 

2.4 

5.9 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

一般高齢者（n=1,829）

総合事業対象者（n=17）

要支援１・２（n=205）

(SA％)

５点（高い） ４点（やや低い） ３点以下（低い） 判定不能

性
・年
齢
別

認
定
該
当
状
況
別
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（９）知的能動性 

●知的能動性の判定方法 

以下の設問に「はい」と回答した場合を１点として、４点満点の４点を「高い」、３点を「やや

低い」、２点以下を「低い」と評価。 

設問 選択肢 配点 

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか はい 1点 

新聞を読んでいますか はい 1点 

本や雑誌を読んでいますか はい 1点 

健康についての記事や番組に関心がありますか はい 1点 

 

【全体】 

「４点（高い）」が 58.7％で最も多く、次いで「３点（やや低い）」が 24.5％、「２点以下（低

い）」が 14.0％となっています。 

 

【認定該当状況】 

○「４点（高い）」は、一般高齢者の 60.8％が最も多く、総合事業対象者では 47.1％、要支援

１・２は 40.5％と少なくなっています。 

○「２点以下（低い）」は、一般高齢者では 12.1%であったのに対して、総合事業対象者では 23.5％

要支援１・２は 29.8％となっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「４点（高い）」は、前期高齢者・後期高齢者ともに女性が男性よりも多くなっています。 

 

【各設問の回答状況】 

○「年金などの書類がかけますか」「本や雑誌を読んでいますか」では年齢差が見られました。 

○「新聞を読んでいますか」は、性別差や年齢差はほとんど見られませんでした。 

○「健康についての記事や番組に関心がありますか」では「はい」と答えた人は 90.1%で、女性

が男性よりやや関心が高い傾向が見られましたが、年齢差は見られませんでした。 

 

 

【全体：知的能動性判定結果】 

（全体、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.7

60.8

47.1

40.5

24.5

24.3

29.4

25.9

14.0

12.1

23.5

29.8

2.9

2.8

0.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,051)

一般高齢者(n=1,829)

総合事業対象者(n=17)

要支援１・２(n=205)

4点（高い） 3点（やや低い） 2点以下（低い） 判定不能

(SA%)
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【一般高齢者：知的能動性判定結果】 

（一般高齢者全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体：各設問の回答状況】（全体、性・年齢別） 

 

○年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新聞を読んでいますか。 

  

60.8 

59.5 

49.7 

67.1 

62.5 

24.3 

25.5 

27.8 

21.3 

24.1 

12.1 

12.9 

18.7 

9.1 

10.1 

2.8 

2.1 

3.8 

2.4 
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全体（n=1,829）

男性 前期高齢者（n=479）

後期高齢者（n=342）

女性 前期高齢者（n=581）

後期高齢者（n=427）

(SA％)

４点（高い） ３点（やや低い） ２点以下（低い） 判定不能

性
・年
齢
別

88.0 

91.4 

80.8 

95.0 

82.6 

10.5 

7.7 

16.7 

3.8 

15.6 

1.5 

0.8 

2.5 

1.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

はい いいえ 無回答

性
・年
齢
別

85.3 

85.1 

87.4 

84.0 

85.4 

13.3 

14.1 

9.8 

15.1 

13.1 

1.4 

0.8 

2.8 

0.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

はい いいえ 無回答

性
・年
齢
別
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○本や雑誌を読んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○健康についての記事や番組に関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.1 

74.5 

58.6 

78.2 

69.4 

27.5 
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性
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齢
別

90.1 

85.3 

85.9 
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4.3 
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1.4 
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男性 前期高齢者（n=491）
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はい いいえ 無回答

性
・年
齢
別
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（10）社会的役割 

●社会的役割の判定方法 

以下の設問に「はい」と回答した場合を１点として、４点満点の４点を「高い」、３点を「やや

低い」、２点以下を「低い」と評価。 

設問 選択肢 配点 

友人の家を訪ねていますか はい 1点 

家族や友人の相談にのっていますか はい 1点 

病人を見舞うことができますか はい 1点 

若い人に自分から話しかけることがありますか はい 1点 

 

【全体】 

「４点（高い）」が 38.0％で最も多く、次いで「２点以下（低い）」が 31.1％、「３点（やや

低い）」が 27.2％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「４点（高い）」は、一般高齢者が 40.4％に対し、総合事業対象者及び要支援１・２は半分以

下となっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「２点以下（低い）」は、男性が女性より多い傾向が見られ、男性の後期高齢者が 41.8％で最

も多く、次いで男性の前期高齢者が 33.0%となっています。 

 

【各設問の該当状況（全体）】 

「病人を見舞うことができますか」では男女差は見られまでんでしたが、その他の設問では女

性の方が「はい」と答える割合が多くなっています。 

 

 

【全体：社会的役割の判定結果】 

（全体、認定該当状況別） 
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(SA%)
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【一般高齢者：社会的役割の判定結果】 

（一般高齢者全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考結果】 

 

○若い人に自分から話しかけることがありますか。 
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69.7 

65.4 

81.2 
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はい いいえ 無回答
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40.4 

33.2 

30.4 

50.8 

42.4 

28.0 

31.3 

24.6 

27.5 

27.9 

28.0 

33.0 

41.8 

19.3 

23.2 

3.6 
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2.4 

6.6 
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(SA％)

４点（高い） ３点（やや低い） ２点以下（低い） 判定不能

性
・年
齢
別
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（11）うつのリスク 

●リスク判定方法 

以下の設問に対して 2問中いずれか 1つでも該当する場合は、うつ傾向の高齢者となります。 

設問 選択肢 

この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか はい 

この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じ

がよくありましたか 
はい 

 

【全体】 

「該当」が 44.6％で最も多く、「非該当」が 55.4％となっています。 

 

【認定該当状況】 

「該当」について、一般高齢者が 42.9％てあったのに対し、総合事業対象者が 58.8％、要支

援１・２が 58.5％と多くなっています。 

 

【性・年齢（一般高齢者）】 

「該当」について、女性が男性よりもやや多くなっているものの、ほとんど差は見られません

でした。 

 

【家族構成（一般高齢者）】 

「該当」について、１人暮らしが 48.7％と最も多く、夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）

（40.6％）と比較すると、8.1ポイント多くなっています。 

 

 

【全体：うつのリスク該当者の割合】 

（全体、認定該当状況別） 
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【一般高齢者：うつのリスク該当者の割合】 

（一般高齢者全体、性・年齢別、家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第７期との比較】 

  第８期 第７期 増減 

リスク該当者の割合 44.6 43.4 1.2 
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26 

３.地域での活動について 

（１）地域との関わり 
 

①地域活動への参加の状況 

 

○年に数回以上参加している割合が多いのは、「趣味関係のグループ」（29.5%）「町内会・自治

会（28.7%）」「収入のある仕事（27.7%）」となっています。 

○「老人クラブへの参加頻度」では、「年に数回」以上参加している人が、女性の後期高齢者が

14.7％で最も多くなっています。 

○「収入がある仕事の頻度」で「週に 4日以上」と答えた人は、男性の前期高齢者が 28.3％

で、次いで女性の前期高齢者が 22.6%となっています。後期高齢者では、低くなるものの、最

も頻度が高い結果となっています。 

 

 

１．ボランティアのグループへの参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度 

 

 

  

0.5 

0.6 

0.5 

0.3 

0.5 

1.4 

0.8 

0.8 

1.8 

1.8 

1.6 

2.0 

2.0 

1.5 
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全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

2.8 

2.4 

2.3 

2.8 

3.4 

6.3 

5.9 

4.8 

9.3 

4.4 

5.8 

2.9 

4.3 

8.2 

6.9 

3.7 

6.3 

4.8 

2.7 

1.6 

2.3 

3.3 

2.5 

1.8 

1.8 

66.9 

73.5 

65.2 

68.4 

60.9 

12.2 

5.7 

16.2 

6.8 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別
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３．趣味関係のグループへの参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学習・教養サークルへの参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．いきいき百歳体操など介護予防のための通いの場への参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.9 

1.4 

2.0 

1.5 

2.7 

5.6 

4.7 

5.8 

4.8 

7.1 

7.2 

4.9 

6.1 

9.8 

7.3 

10.1 

10.2 

9.1 

10.6 

10.3 

4.7 

6.7 

4.8 

4.0 

3.7 

58.8 

66.8 

58.6 

61.4 

49.2 

11.6 

5.3 

13.6 

7.8 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

0.2 

0.0 

0.0 

0.3 

0.5 

0.9 

0.8 

0.5 

1.3 

0.9 

2.6 

1.4 

0.5 

3.3 

4.4 

4.1 

3.7 

2.8 

5.0 

4.6 

4.5 

4.3 

3.3 

4.8 

5.3 

74.5 

84.3 

76.3 

76.9 

62.3 

13.0 

5.5 

16.7 

8.3 

21.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

0.8 

0.0 

0.3 

1.0 

1.6 

1.8 

0.2 

1.8 

2.3 

2.5 

3.3 

0.2 

2.5 

3.8 

5.9 

1.2 

0.4 

0.5 

1.3 

2.3 

1.7 

1.8 

1.3 

1.3 

2.3 

79.3 

91.9 

78.3 

82.2 

65.9 

12.0 

5.5 

15.4 

8.0 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別
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６．老人クラブへの参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．町内会・自治会への参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．収入のある仕事への参加頻度 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.6 

0.0 

1.0 

0.3 

1.2 

2.1 

0.4 

1.3 

1.0 

5.3 

3.2 

0.6 

3.3 

1.0 

7.8 

82.4 

93.7 

79.5 

90.0 

66.4 

11.5 

5.3 

14.6 

7.7 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

0.2 

0.2 

0.0 

0.3 

0.2 

0.3 

0.4 

1.3 

0.0 

0.0 

0.5 

0.6 

1.3 

0.3 

0.2 

3.4 

5.3 

3.3 

2.3 

3.0 

24.3 

27.9 

23.5 

26.5 

19.5 

59.8 

60.9 

57.1 

62.9 

57.5 

11.4 

4.7 

13.6 

7.7 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

性
・年
齢
別

16.5 

28.3 

8.6 

22.6 

5.2 

4.8 

7.7 

3.5 

5.8 

2.0 

1.8 

2.2 

1.5 

1.8 

1.4 

1.8 

2.6 

0.8 

2.2 

1.4 

2.8 

3.5 

4.0 

2.5 

1.6 

61.4 

52.1 

67.7 

57.7 

68.9 

11.0 

3.5 

13.9 

7.3 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

性
・年
齢
別

性
・年
齢
別
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②地域活動づくりへの参加意向 

 

●地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした 

地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか。 

 

【全体】 

「是非参加したい」と「参加してもよい」の合計は 55.8％で、「参加したくない」の 35.9％を

上回っています。 

 

【性・年齢別】 

男女ともに前期高齢者が後期高齢者より参加意向が多い傾向が見られました。 

 

【地域活動づくりへの参加意向（参加者として）】 

（全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした 

地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみ 

たいと思いますか。 

 

【全体】 

「是非参加したい」と「参加してもよい」の合計は 31.9%で「参加したくない」の 59.9％が 28.0

ポイント上回っています。 

 

【性・年齢別】 

性別の差は見られず、男女ともに前期高齢者に参加意向が多い傾向がみられました。 

 

  

7.9 

6.3 

8.1 

7.8 

9.2 

47.9 

50.7 

43.4 

54.6 

41.4 

35.9 

37.7 

39.9 

31.3 

36.6 

3.1 

2.0 

3.3 

3.2 

3.7 

5.2 

3.3 

5.3 

3.2 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

性
・年
齢
別
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【地域活動づくりへの参加意向（企画・運営として）】 

（全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.たすけあいについて 

●たすけあいの合計点 

以下の設問に「配偶者」「同居の子ども」「別居の子ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」「近隣」

「友人」「その他」のいずれかと回答した場合を１点として、４点満点で評価。 

設問 配点 

あなたの心配事や愚痴を聞いてくれる人 1点 

反対に、あなたが心配事や愚痴を聞いてあげる人 1点 

あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人 1点 

反対に、看病や世話をしてあげる人 1点 

 

【全体】 

「４点」が 75.8％で最も多く、次いで「３点」が 11.6％、「２点」が 7.1％となっています。 

 

【性・年齢】 

「４点」について、女性の前期高齢者が 84.0％と最も多く、次いで男性の前期高齢者が 80.2％

でなり、後期高齢者がいずれも少なくなっています。 

 

【圏域】 

「４点」について、最も多い「北部地域（77.6％）」最も少ない「南東部地域（74.3％）」の差

は 3.3ポイントとなっています。 

 

【うつのリスク】 

該当では、点数が非該当よりも低くなっています。  

2.8 

2.9 

2.8 

3.0 

2.7 

29.1 

31.2 

27.5 

31.8 

25.6 

59.9 

61.1 

60.1 

59.2 

59.3 

2.5 

1.8 

3.5 

2.2 

2.7 

5.7 

3.1 

6.1 

3.8 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

(SA％)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

性
・年
齢
別
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【全体：たすけあいの合計点】 

（全体、性・年齢別、圏域別、うつのリスク該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「そのような人はいない」と回答した割合】（全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.7 

8.1 

8.8 

3.3 

3.9 

8.1 

9.6 

11.6 

3.3 

9.6 

7.4

9.2

6.3

6.7

7.5

14.0

13.2

16.2

8.8

18.7

0% 20% 40% 60%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

心配ごとや愚痴を聞いてくれる人はいない

心配事や愚痴を聞いてあげる人はいない

病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人はいない

看病や世話をしてあげる人はいない

性
・年
齢
別

計 35.2%

計 40.1%

計 42.9%

計 22.1%

計 39.7%

75.8 

80.2 

68.7 

84.0 

68.0 

77.6 

75.2 

75.2 

74.3 

70.4 

80.1 

11.6 

7.7 

14.9 

8.0 

16.3 

11.0 

12.6 

10.6 

12.3 

13.3 

10.1 

7.1 

5.3 

9.3 

4.2 

10.3 

6.9 

5.7 

9.3 

6.6 

9.0 

5.6 

1.7 

2.6 

1.8 

1.2 

1.4 

1.5 

1.7 

1.3 

2.5 

2.0 

1.5 

2.3 

3.7 

3.0 

1.2 

2.0 

2.2 

2.7 

1.9 

2.7 

4.3 

0.8 

1.5 

0.4 

2.3 

1.5 

2.0 

0.8 

2.1 

1.7 

1.7 

1.1 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

北部地域（n=648）

西部地域（n=524）

南西部地域（n=471）

南東部地域（n=408）

該当（n=915）

非該当（n=1,136）

(SA％)

４点 ３点 ２点 １点 ０点 無回答

性
・年
齢
別

圏
域
別

う
つ
の
リ
ス
ク
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５.地域での支え合いの体制 

●住民同士による支え合いができる地域づくりができていると思いますか。 

 

【全体】 

「そう思わない」が 46.6％で最も多く、次いで「ややそう思わない」が 21.6％、「ややそう思

う」が 19.8％となっています。 

 

【圏域】 

南西部地域では、「そう思わない」が 46.7％で最も多く、次いで「ややそう思う」が

23.8％、「ややそう思わない」が 17.2％となっています。 

 

【支え合いができる地域づくりができているか】 

（全体、圏域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域と連携して、支え合い活動を支援する「生活支援コーディネーター」をご存知ですか。 

 

【全体】 

「知らない」が 82.1％で最も多く、次いで「名前は聞いたことがある」が 10.8％、「知ってい

る」が 1.6％となっています。 

 

【生活支援コーディネーターの認知度】 

 

 

 

 

 

82.1 10.8
1.6

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,051)

知らない 名前は聞いたことがある 知っている 無回答

(SA%)

4.3 

3.7 

3.8 

4.9 

5.4 

19.8 

18.8 

17.4 

23.8 

20.1 

21.6 

23.3 

24.0 

17.2 

20.6 

46.6 

47.5 

46.2 

46.7 

45.6 

7.7 

6.6 

8.6 

7.4 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

北部地域（n=648）

西部地域（n=524）

南西部地域（n=471）

南東部地域（n=408）

(SA％)

そう思う ややそう思う ややそう思わない

そう思わない 無回答

圏
域
別
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６.窓口の認知度 

●認知症に関する相談窓口を知っていますか。 

 

【全体】 

「はい」が 23.9％、「いいえ」が 72.6％となっています。 

 

【本人または家族に認知症の有無】 

自分または家族に認知症の症状がある人は、「はい」が 48.9％となっています。自分または家

族に認知症の症状がない人の 21.6％を大きく上回っていますが、「いいえ」も 49.8％となり、約

半数の必要な人に情報が届いていない可能性があります。 

 

【認知症に関する相談窓口の認知度】 

（全体、本人または家族に認知症の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

●以下の相談窓口をご存知ですか。また、利用したことはありますか。 

 

【全体】 

「知っているし、利用したことがある」「知っているが、利用したことがない」の合計が最も多

かったのが徳島市役所 66.6％、徳島市地域包括支援センター39.7％となっています。認知症の専

門相談窓口の認知度はいずれも約 1割程度となっています。 

 

【相談窓口の認知度と利用経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.9

48.9

21.6

72.6

49.8

77.5

3.4

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,051)

自分または家族に認知症の

症状がある(n=227)

自分または家族に認知症の

症状はない(n=1,758)

はい いいえ 無回答

(SA%)

10.5

1.7 

3.2 

16.6 

0.0 

0.6 

0.7 

29.2

28.6 

30.1 

50.0 

11.5 

11.9 

9.8 

52.3

59.5 

56.4 

25.6 

77.9 

77.3 

79.4 

8.0

10.2 

10.3 

7.7 

10.6 

10.1 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徳島市地域包括支援センター

徳島市在宅医療支援センター

徳島市在宅介護支援センター

徳島市役所

徳島県認知症コールセンター

認知症疾患医療センター

認知症サポート医

（n=2,051）

(SA％)

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答
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【本人または家族に認知症の有無】 

いずれの窓口も、自分または家族に認知症の症状がある人は、同症状ない人に比べて「知ってい

るし、利用したことがある」が多い傾向が見られます。また、「知っているが、利用したことはな

い」を合わせた認知度でも高い傾向が見られました。 

 

 

【相談窓口の認知度と利用経験】 

（全体、本人または家族に認知症の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.5

22.0 

9.2 

29.2

31.7 

29.6 

52.3

38.3 

55.5 

8.0

7.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

自分または家族に認知症の

症状がある（n=227）

自分または家族に認知症の

症状はない（n=1,758）

(SA％)

１．地域包括支援センター

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 無回答

16.6 

30.8 

15.4 

50.0 

38.8 

52.8 

25.6 

23.8 

26.5 

7.7 

6.6 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

自分または家族に認知症の

症状がある（n=227）

自分または家族に認知症の

症状はない（n=1,758）

(SA％)

２．徳島市役所（福祉・介護・保健の窓口）

知っているし、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 無回答
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７.徳島市の介護予防事業について 

●徳島市で実施している介護予防事業について、利用したい事業はありますか。(複数回答) 

 

【全体】 

「いきいき百歳体操教室」が 13.7％で最も多く、次いで「元気高齢者づくり事業」が 11.1％、

「通所型短期集中介護予防事業」が 3.2％となっています。 

 

【徳島市で利用したい介護予防事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用したいと思わない理由はなんですか。(複数回答) 

 

【全体】 

「元気だから」が 32.4％で最も多く、次いで「自分で努力しているから」が 24.1％、「医療機

関に通院しているから」が 19.1％となっています。 

 

【介護予防事業を利用したいと思わない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.7

11.1

3.2

76.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いきいき百歳体操教室

元気高齢者づくり事業

通所型短期集中介護予防事業

無回答

(MA％)

（n=2,051）

32.4

24.1

19.1

16.8

13.0

12.0

11.8

5.5

1.6

17.3

0% 10% 20% 30% 40%

元気だから

自分で努力しているから

医療機関に通院しているから

面倒だから

忙しいから

何をするのかわからないから

一人では参加しにくいから

その他

効果がないと思うから

無回答

(MA％)

（n=1,564）
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≪無回答だった（利用したい事業がないと推測される）76.3％の属性≫ 
 

【男性】 

○すべての回答者のうち、無回答だった人は、８割を超えています。 

○介護予防事業を利用したいと思わない理由は、「元気だから（前期 44.9%、後期 25.7%）」が最

も多くなっています。２番目に多いのは、前期高齢者が「面倒だから（21.6%）」だったのに対

し、後期高齢者は「医療機関に通院しているから（24.8%）」となっています。 

○前期高齢者が参加したい集まりは、「ウォーキング（22.1%）」が最も多く、次いで「スポーツ

（15.0%）」、「趣味の集まり（11.4%）」となっています。 

○後期高齢者が参加したい集まりは「ウォーキング（16.1%）」が最も多く、次いで「食事会

（9.9％）」、「スポーツ（9.3％）」「趣味の集まり（9.3％）」となっています。 

○健康についての記事や番組について 84.5%は関心があると回答しています。 

 

【女性】 

○すべての回答者のうち、無回答だった人は、７割程度となっています。 

○介護予防事業を使用したいと思わない理由は、前期高齢者は「元気だから（36.8%）」が最も多

く、次いで「自分で努力しているから（23.7％）」となっています。後期高齢者は「自分で努力

しているから（29.7%）」、次いで「医療機関に通院しているから（24.3%）」となっています。 

○前期高齢者が参加したい集まりは、「ウォーキング（26.5%）」が最も多く、次いで「体操教室

（25.1%）」、「食事会（13.7%）」となっています。 

○後期高齢者が参加したい集まりは「食事会（17.4%）」が最も多く、次いで「体操教室（12.0%）」

「お茶会（11.5%）」となっています。 

○健康についての記事や番組への関心は９割を超える人があると回答しています。 

 

 

【無回答（利用したい事業がないと推測される人）の割合】 

（全体、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.3

83.9

81.6

72.9

69.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

性
・年
齢
別
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【介護予防事業を利用したいと思わない理由】 

（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.9

22.3

15.3

21.6

10.7

14.6

7.3

3.4

3.4

25.7

20.1

24.8

18.6

6.8

11.5

12.1

5.3

2.5

0%10%20%30%40%50%

元気だから

自分で努力しているから

医療機関に通院しているから

面倒だから

忙しいから

何をするのかわからないから

一人では参加しにくいから

その他

効果がないと思うから

(MA％) 男性・年齢別

男性 前期高齢者（n=412）

男性 後期高齢者（n=323）

36.8

23.7

13.9

13.9

22.8

12.1

11.9

6.2

0.2

19.9

29.7

24.3

13.6

9.5

9.5

16.4

7.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

元気だから

自分で努力しているから

医療機関に通院しているから

面倒だから

忙しいから

何をするのかわからないから

一人では参加しにくいから

その他

効果がないと思うから

(MA％)女性・年齢別

女性 前期高齢者（n=438）

女性 後期高齢者（n=391）
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【どんな集まりが地域にあれば参加したいか】 

（全体＜無回答だった人＞、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「趣味の集まり」 

男性前期高齢者＝将棋・囲碁各６件、ギター５件、カラオケ４件 他 

  男性後期高齢者＝カラオケ４件、盆栽・園芸・庭木４件、囲碁３件 他 

  女性前期高齢者＝手芸・編み物・パッチワーク等１２件、カラオケ７件、絵手紙３件、園芸・ガーデニング３件 他 

  女性後期高齢者＝草花・生花・園芸４件、カラオケ２件、俳句２件、編み物２件 他 

※「その他」 どれも参加できない内容が多く見られた 

  

19.2

13.4

12.1

10.2

9.0

8.1

6.2

4.7

2.2

0% 5% 10% 15% 20% 25%

ウォーキング

体操教室

食事会

趣味の集まり

スポーツ

お茶会

その他

飲み会

ボランティア活動

(MA％)
（n=1,564）

22.1

7.3

7.3

11.4

15.0

3.4

5.1

10.0

1.5

16.1

7.1

9.9

9.3

9.3

4.0

7.1

7.4

2.5

0%10%20%30%40%50%

ウォーキング

体操教室

食事会

趣味の集まり

スポーツ

お茶会

その他

飲み会

ボランティア活動

(MA％)
男性・年齢別

男性 前期高齢者（n=412）

男性 後期高齢者（n=323）

26.5

25.1

13.7

12.3

8.2

12.3

4.8

1.4

3.9

10.7

12.0

17.4

7.4

3.3

11.5

8.2

0.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ウォーキング

体操教室

食事会

趣味の集まり

スポーツ

お茶会

その他

飲み会

ボランティア活動

(MA％)
女性・年齢別

女性 前期高齢者（n=438）

女性 後期高齢者（n=391）
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【健康についての記事や番組に関心があるか】 

（全体＜無回答だった人＞、性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●徳島市の体操教室などの介護予防事業についての情報はどこから入手していますか。(複数回答) 

 

【全体】 

「どこからも得ていない」が 32.4％で最も多く、次いで「市の広報紙」が 26.8％、「テレビ・

ラジオ・新聞」が 23.8％となっています。 

 

【介護予防事業についての情報の入手先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.3

84.5

84.5

92.5

90.8

10.0

14.1

14.2

5.7

7.2

1.7

1.4

1.3

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,564）

男性 前期高齢者（n=412）

男性 後期高齢者（n=323）

女性 前期高齢者（n=438）

女性 後期高齢者（n=391）

(SA％)

はい いいえ 無回答

性
・年
齢
別

32.4

26.8

23.8

14.4

8.7

2.4

2.3

2.1

1.7

1.4

1.4

0.9

13.7

0% 10% 20% 30% 40%

どこからも得ていない

市の広報紙

テレビ・ラジオ・新聞

友人・知人

コミュニティセンター・公民館

市のホームページ

介護保険のケアマネジャー

地域包括支援センター

民生委員

市役所本庁舎の窓口

その他

支所の他出先機関の窓口

無回答

(MA％)

（n=2,051）
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≪どこからも情報を得ていない人の属性≫ 
 

【男性】 

○「どこからも得ていない」人は、前期高齢者で多く、年齢とともに少なくなる傾向が見られま

した。 

○4人に 1人が週 4日以上「収入のある仕事」をしており、5人に 1人が「趣味関係のグループ」

に「月 1～3」回以上参加し、６．7人に１人が「スポーツ関係のグループやクラブ」に参加して

います。 

○地域での活動について活動意向では、参加者として 51.5％が、企画・運営として 30.4%が「ぜ

ひ参加したい」または「参加してもよい」と答えています。（男性全体では参加者として 54.6%、

企画・運営として 32.3％であったため、大きな差は見られないと言えます。） 

 

【女性】 

○「どこからも得ていない」と答えた人は、65～69 歳（30.8％）と 85 歳以上（29.8％）が多い

傾向があり、60歳代と 85歳以上では、情報を得ていない背景が違うことが考えられます。 

○6 人に 1 人が週 4 日以上「収入のある仕事」をしています。5.4 人に 1 人が「趣味関係のグル

ープ」に「月 1～3」回以上参加し、7.8人に１人が「スポーツ関係のグループやクラブ」に参加

しています。 

○地域での活動について活動意向では、参加者として 46.2％が、企画・運営として 24.3%が「ぜ

ひ参加したい」「参加してもよい」と答えています。（女性全体では参加者として 57.3%、企

画・運営として 31.6％であったため、全体に比べると活動意向はやや低くなっています） 

 

【利用したい介護予防事業】 

無回答が 87.8％となり、全体の 76.3％と比較すると低くなっています。 

 

【新聞の購読】 

男性では 83.0％、女性では 79.0％の人が新聞を読んでいると回答しています。 

 

 

【どこからも情報を得ていない人の人数と割合】 

（性・年齢別） 

性別 
年齢 該当者数（人） 全回答者数（人） 

全体に占める割合

（％） 

男性 ６５～６９ 105 241 43.6 

７０～７４ 113 250 45.2 

７５～７９ 68 176 38.6 

８０～８４ 43 124 34.7 

８５～ 30 96 31.3 

合計 359 887 40.5 

女性 ６５～６９ 90 292 30.8 

７０～７４ 69 309 22.3 

７５～７９ 64 254 25.2 

８０～８４ 40 168 23.8 

８５～ 42 141 29.8 

合計 305 1164 26.2 
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【家族構成】 

（全体＜どこからも情報を得ていない人＞、性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域での活動について：男性 359 人の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2

16.7

30.8

35.7

42.3

27.9

6.5

10.9

1.3

17.6

14.8

21.0

15.2

13.4

17.4

1.8

1.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=664）

男性（n=359）

女性（n=305）

(SA％)

一人暮らし 夫婦（配偶者６５歳以上）

夫婦（配偶者６４歳以下） ２世帯

その他 無回答

1

6

4

0

0

0

0

83

1

15

13

2

3

0

2

20

1

8

17

2

1

0

1

6

8

24

45

13

0

0

8

5

33

8

18

8

5

6

89

16

293

277

241

310

328

332

239

211

22

21

21

24

22

21

20

18

0 60 120 180 240 300 360

ボランティアグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

いきいき百歳体操など通いの場

老人クラブ

町内会

収入のある仕事

(人)

週４回以上 週２～３日 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 無回答
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【地域での活動について：女性 305 人の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域での活動について活動意向（参加者として）】 

（全体＜どこからも情報を得ていない人＞、性別） 

 

 

 

 

  

1

10

4

0

4

0

3

52

3

13

9

2

6

0

0

13

1

10

19

6

1

1

0

4

10

6

25

9

1

1

4

6

7

1

9

8

1

9

59

3

259

241

212

254

268

271

215

206

24

24

27

26

24

23

24

21

0 40 80 120 160 200 240 280 320

ボランティアグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

いきいき百歳体操など通いの場

老人クラブ

町内会

収入のある仕事

(人)

週４回以上 週２～３日 週１回 月１～３回

年に数回 参加していない 無回答

5.9

6.7

4.9

43.2

44.8

41.3

47.1

45.4

49.2

1.5

1.4

1.6

2.3

1.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=664）

男性（n=359）

女性（n=305）

(SA％)

ぜひ参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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【地域での活動について活動意向（企画・運営として）】 

（全体＜どこからも情報を得ていない人＞、性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用したい介護予防事業】 

（全体＜どこからも情報を得ていない人＞、性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新聞を読んでいるか】 

（全体＜どこからも情報を得ていない人＞、性別） 

 

  

81.2

83.0

79.0

17.8

15.6

20.3

1.1

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=664）

男性（n=359）

女性（n=305）

(SA％)

はい いいえ 無回答

6.5

5.6

1.8

87.8

6.7

3.3

1.7

89.1

6.2

8.2

2.0

86.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

元気高齢者づくり事業

いきいき百歳体操教室

通所型短期集中介護予防事業

無回答

(MA％)

全体（n=664）

男性（n=359）

女性（n=305）

2.7

2.8

2.6

24.8

27.6

21.6

68.7

66.0

71.8

1.5

2.2

0.7

2.3

1.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=664）

男性（n=359）

女性（n=305）

(SA％)

ぜひ参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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８.終末期の療養について 

●終末期（治る見込みがなく、死期がおよそ半年以内に迫っている）の療養はどのような場所を希

望しますか。 

 

【全体】 

「必要に応じて病院に入院しながら自宅を中心に療養したい」が 37.7％で最も多く、次いで

「訪問診療や介護サービスを受けながら、住み慣れた自宅で家族と過ごしたい」が 19.8％、「療

養専門の病院に入院したい」が 13. 2％となっています。 

 

 

【終末期の療養場所の希望について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.7

19.8

13.2

12.7

6.2

2.6

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

必要に応じて病院に入院しながら

自宅を中心に療養したい

訪問診療や介護サービスを受けながら、

住み慣れた自宅で家族と過ごしたい

療養専門の病院に入院したい

今まで通った（または現在入院中の）

病院に入院したい

老人ホームなどの高齢者施設に入所したい

その他

無回答

(SA％)

（n=2,051）
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●あなたやあなたの家族が、自宅で最期を迎えたいと願った時に、希望がかなえられる体制が整

っていると思いますか。 

 

【全体】 

「そう思わない（41.9％）」と「ややそう思わない（23.6％）」の合計が 65.5％、「ややそう

思う（20.1％）」「そう思う（5.9％）」の合計が 26.0％となっています。 

 

【自宅で最期を迎えられる体制が整っているか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●そう思わない理由はなんですか。(複数回答) 

 

【全体】 

「家族の負担が大きいから」が 62.2％で最も多く、次いで「急に病状が変わった時の対応が不

安だから」が 35.3％、「介護してくれる家族がいないから」が 29.0％となっています。 

 

【自宅で最期を迎える体制が整っていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.9 20.1 23.6 41.9 8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,051)

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 無回答

(SA%)

62.2

35.3

29.0

25.5

22.9

18.5

10.9

1.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

家族の負担が大きいから

急に病状が変わった時の対応が不安だから

介護してくれる家族がいないから

住宅環境が整っていないから

経済的負担が大きそうだから

利用できる介護や医療のサービスが

わからないから

相談できる場所がわからないから

その他

無回答

(MA％)

（n=1,343）



 

46 

９.健康について 

（１）健康状態 

●現在のあなたの健康状態はいかがですか。 
 
【全体】 

「まあよい」が 64.1％で最も多く、次いで「あまりよくない」が 21.7％、「とてもよい」が

7.6％となっています。 
 
【性・年齢】 

女性の後期高齢者のみ、「とてもよい」よりも「よくない」が多くなっています。 
 
【家族構成】 

どの家族構成も「まあよい」が最も多く、次いで「あまりよくない」、「とてもよい」となっ

ています。 
 

 

【主観的健康感】 

（全体、性・年齢別、家族構成別） 

 

 

 

 

 

  

7.6 

8.8 

7.1 

9.5 

4.8 

8.1 

7.8 

10.9 

6.5 

5.8 

64.1 

65.0 

57.3 

70.0 

61.8 

58.7 

68.1 

58.2 

62.5 

66.1 

21.7 

19.8 

26.8 

16.3 

25.8 

23.9 

18.8 

25.5 

24.8 

21.6 

4.2 

4.3 

6.8 

1.8 

5.0 

5.6 

3.7 

4.5 

3.2 

4.4 

2.3 

2.2 

2.0 

2.3 

2.7 

3.6 

1.6 

0.9 

3.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

１人暮らし（n=443）

夫婦２人暮らし（配偶者

65歳以上）（n=752）

夫婦２人暮らし（配偶者

64歳以下）（n=110）

息子・娘との

２世帯（n=371）

その他（n=342）

(SA％)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

性
・年
齢
別

家
族
構
成
別
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（２）精神面での健康 

●あなたは、現在どの程度幸せですか。 

 

【全体】 

「幸せ（７～９点）」が 46.8％で最も多く、次いで「ふつう（４～６点）」が 33.3％、「とても幸せ（10点）」が

10.2％となっています。 
 

【性・年齢】 

男性の後期高齢者では、「ふつう（４～６点）」が 42.4％で最も多く、次いで「幸せ（７～９点）」が

37.6％、「とても幸せ（10点）」が 9.8％となっています。 
 

【認定該当状況】 

総合事業対象者では、「ふつう（４～６点）」が 52.9％で最も多く、次いで「幸せ（７～９点）」が 29.4％、

「とても幸せ（10点）」が 11.8％となっています。 

 

 

【主観的幸福感】 

（全体、性・年齢別、認定該当状況別） 

 

 

 

 

 

 

  

10.2 

6.7 

9.8 

11.0 

12.6 

10.1 

11.8 

11.2 

46.8 

46.6 

37.6 

53.7 

45.8 

47.9 

29.4 

37.6 

33.3 

33.0 

42.4 

28.3 

32.3 

32.9 

52.9 

35.1 

5.0 

9.0 

5.3 

3.3 

3.0 

4.8 

5.9 

6.8 

0.7 

0.8 

0.5 

0.3 

1.1 

0.4 

0.0 

2.9 

4.1

3.9

4.3

3.3

5.2

3.9

0.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2,051）

男性 前期高齢者（n=491）

後期高齢者（n=396）

女性 前期高齢者（n=601）

後期高齢者（n=563）

一般高齢者（n=1,829）

総合事業対象者（n=17）

要支援１・２（n=205）

(SA％)

とても幸せ（１０点） 幸せ（７～９点） ふつう（４～６点）

不幸（１～３点） とても不幸（０点） 無回答

性
・年
齢
別

認
定
該
当
状
況
別
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【外出の頻度】 

外出頻度が高い人ほど、幸福度が高くなっています。 
 

【趣味】 

趣味がある方は、幸福度が高くなっています。 
 

【生きがい】 

生きがいがある方は、幸福度が高くなっています。 
 

【うつのリスク】 

うつのリスク該当の方は「ふつう」が最も多く、幸福度が低くなっています。 

 

 

【主観的幸福感】 

（外出の頻度別、趣味の有無別、生きがいの有無別、うつのリスク別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.8

9.7

8.9

12.2

11.3

7.5

14.8

4.2

4.8

14.5

30.4

36.6

48.5

50.7

53.3

31.8

56.1

34.2

38.1

53.7

38.4

41.9

35.5

28.5

29.0

44.6

24.6

45.8

43.3

25.2

17.4

5.3

3.0

4.7

3.3

9.4

1.4

10.2

9.6

1.2

1.4

1.8

0.6

0.4

0.2

2.0

0.0

1.7

1.5

0.0

6.5

4.8

3.6

3.6

3.0

4.8

3.1

3.9

2.6

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど外出

しない（n=138）

週１回（n=227）

週２～４回（n=809）

週５回以上（n=836）

趣味あり（n=1,421）

思いつかない（n=563）

生きがいあり（n=1,132）

思いつかない（n=814）

該当（n=915）

非該当（n=1,136）

(SA％)

とても幸せ（１０点） 幸せ（７～９点） ふつう（４～６点）

不幸（１～３点） とても不幸（０点） 無回答

外
出
の
頻
度
別

趣
味
の
有
無
別

生
き
が
い
の
有
無
別

う
つ
の
リ
ス
ク
該
当
別



 

49 

10.福祉・介護予防などに関する名称、用語について 

（１）名称や用語の認知状況 

●次の名称や用語について、知っているものを教えてください。（複数回答） 
 
【全体】 

「シルバー人材センター」が 78.8％で最も多く、次いで「在宅医療」が 66.0％、「成年後見

制度」が 43.1％となっています。 
 

 

 

【福祉・介護予防用語の認知度】 

 

78.8

66.0

43.1

39.6

34.6

20.1

19.9

15.6

5.7

3.4

2.7

2.5

2.5

0.7

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シルバー人材センター

在宅医療

成年後見制度

エンディングノート

徳島市老人クラブ連合会

認知症サポーター

地域包括ケアシステム

ロコモティブシンドローム

フレイル

認知症ケアパス

オレンジチーム

（認知症初期集中支援チーム）

ＡＣＰ

どこシル伝言板・見守り

あんしんシール

支え合い活動のための「協議体」

無回答

(MA％)

（n=2,051）
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【２】在宅介護実態調査 

「高齢者の在宅生活の継続」と「介護者の就労継続」に向けた介護サービスの在り方を検討す

るため、アンケート調査を実施しました。 

 

【回収状況】 

配布数 
回収数 

有効回収率 
全体 有効 

645件 645件 645件 100.0％ 

 

 

【調査結果】 

 

（１）要介護者の在宅生活の継続 
 

現時点での施設等への入所・入居の検討状況を尋ねると、全体では「検討していない」が 83.1％

を占めていますが、世帯類型別では「検討中」または「申請済み」と回答した方は「単身世帯」「そ

の他」「夫婦のみ世帯」の順に多くなっています。 

また、認定該当状況別では「検討中」または「申請済み」と回答した方は、介護度の重度化に伴

って多くなっています。 

 

 

  

83.1

80.7

86.6

83.6

92.3

84.6

73.2

13.6

13.6

12.2

14.6

7.1

13.5

21.0

2.5

5.7

1.2

1.8

0.6

1.9

5.7

0.8全体（n=645)

単身世帯(n=140)

夫婦のみ世帯(n=164)

その他(n=336)

要支援１・２(n=168)

要介護１・２(n=311)

要介護３以上(n=157)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

施設等への入所・入居の検討状況

検討していない 検討中 申請済み 無回答

世
帯
類
型

認
定
該
当
状
況
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（２）介護者が不安に感じる介護等 
 

認定該当状況別の現在の生活を続けていくにあたって主な介護者が不安に感じる介護等は、「要

支援１・２」では「外出の付き添い、送迎等」、「要介護１・２」では「認知症状への対応」、「要

介護３以上」では「夜間の排泄」が最も多くなっています。 

 

（３）介護度別サービス利用の組み合わせ 
 

該当介護度別にサービス利用の組み合わせを見ると、全ての世帯類型での共通点として、介護

度が上がるにつれて「訪問系を含む組み合わせ」のサービス利用の割合が高くなり、「未利用」の

割合は「要支援１・２」「要介護３以上」「要介護１・２」の順に低くなっています。 

 

5.8%

10.8%

1.4%

23.7%

2.2%

2.9%

14.4%

34.5%

8.6%

13.7%

4.3%

17.3%

20.9%

7.2%

3.6%

9.4%

17.3%

16.6%

25.2%

5.0%

27.2%

3.7%

6.6%

18.6%

29.2%

11.6%

41.5%

5.3%

17.3%

9.3%

10.6%

5.0%

5.6%

5.3%

29.4%

41.2%

10.5%

19.0%

3.3%

9.2%

17.6%

12.4%

8.5%

40.5%

4.6%

10.5%

4.6%

6.5%

5.2%

9.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

介護度別・介護者が不安に感じる介護（3LA）

要支援１・２
(n=139)

要介護１・２
(n=301)

要介護３以上
(n=153)

【
生
活
援
助
】

【
そ
の
他
】

【
身
体
介
護
】

30.2%

10.9%

16.7%

20.6%

16.4%

4.2%

14.3%

40.0%

58.3%

34.9%

32.7%

20.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=63)

要介護１・２(n=55)

要介護３以上(n=24)

介護度別・サービス利用の組み合わせ（単身世帯）

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ
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（４）家族等介護者が就労を継続できるか 
 

就労状況は「働いていない」が半数を占めており、次いで、「フルタイム勤務」27.2％、「パー

トタイム勤務」16.0％となっています。 

現在就労している方（「フルタイム勤務」及び「パートタイム勤務」と回答）に、今後も働きな

がら介護を続けていけるかを尋ねると、「問題はあるが、何とか続けていける」47.7％が最も多

く、「問題なく、続けていける」とあわせると 75.9％の方が“続けていける”と回答しています。

「続けていくのは、やや難しい」または「続けていくのは、かなり難しい」と回答した方は 10.2％

となっています。 

 

  

39.5%

18.2%

20.6%

18.6%

21.6%

11.8%

14.0%

18.2%

41.2%

27.9%

42.0%

26.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=43)

要介護１・２(n=88)

要介護３以上(n=34)

介護度別・サービス利用の組み合わせ（夫婦のみ世帯）

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

30.2%

17.0%

20.0%

20.6%

16.4%

12.0%

11.1%

18.7%

30.0%

38.1%

48.0%

38.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１・２(n=63)

要介護１・２(n=171)

要介護３以上(n=100)

介護度別・サービス利用の組み合わせ（その他世帯）

未利用 訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ

フルタイム

勤務

27.2%

パートタイム

勤務
16.0%

働いていない
55.2%

わからない
1.0%

無回答
0.7%

主な介護者の就労状況

（n=607）

問題なく、

続けていける
28.2%

問題はあるが、

何とか続けていける
47.7%

続けていくのは、

やや難しい
7.9%

続けていくのは、

かなり難しい
2.3%

わからない
9.4%

無回答

4.5%

介護者の就労継続の可否に係る意識

（n=266）
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（５）就労している家族等介護者が不安に感じていること 
 

就労している介護者が不安に感じる介護は、全体で見ると「認知症状への対応」「入浴・洗身」

「夜間の排泄」の割合が高くなっています。 

 

（６）地域支援の整備 
 

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスは、要支援１・２及び要介護１・２では

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」「掃除・洗濯」「外出同行（通院、買い物など）」が

多くなっています。要介護３以上では「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が最も多く、次

いで「外出同行（通院、買い物など）」「見守り、声かけ」となっています。 

  

8.1%

16.2%

2.7%

18.9%

2.7%

1.4%

13.5%

27.0%

18.9%

27.0%

4.1%

6.8%

12.2%

6.8%

6.8%

9.5%

14.9%

16.3%

27.6%

9.8%

30.9%

2.4%

8.1%

22.0%

27.6%

13.8%

43.9%

6.5%

21.1%

13.0%

13.0%

4.9%

2.4%

0.8%

34.6%

34.6%

11.5%

34.6%

3.8%

7.7%

23.1%

19.2%

7.7%

61.5%

3.8%

15.4%

15.4%

11.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

就労継続見込み別・介護者が不安に感じる介護

（フルタイム勤務＋パートタイム勤務）

問題なく、続けてい

ける(n=74)

問題はあるが、何と

か続けていける
(n=123)

続けていくのは「や

や＋かなり難しい」
(n=26)

【
身
体
介
護
】

【生
活
援
助
】

【そ
の
他
】

11.9

6.0

14.9
10.7

7.7

14.3

25.0

5.4 2.4 1.2

56.0

11.5 8.0 11.9
6.4 5.1

13.8
18.6

10.9
6.4 5.8

55.4

5.1 6.4 6.4 5.1 3.2

9.6
13.4

8.9
4.5

8.3

60.5

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

配
食

調
理

掃
除
・洗
濯

買
い
物

（宅
配
は

含
ま
な
い
）

ゴ
ミ
出
し

外
出
同
行

（通
院
、

買
い
物
な
ど
）

移
送
サ
ー
ビ
ス

（介
護
・福
祉

タ
ク
シ
ー
等
）

見
守
り
、
声
か
け

サ
ロ
ン
な
ど
の

定
期
的
な

通
い
の
場

そ
の
他

特
に
な
し

在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（MA）

要支援１・２
(n=168)

要介護１・２
(n=312)

要介護３以上
(n=157)
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【３】介護サービス事業所実態調査 

【回収状況】 

事業所種別 配布数 有効回収数 有効回収率 

訪問系 

訪問介護 144件 114件 79.2％ 

訪問入浴介護 4件 2件 50.0％ 

訪問看護 52件 43件 82.7％ 

訪問リハビリテーション 38件 34件 89.5％ 

通所系 

通所介護 76件 63件 82.9％ 

通所リハビリテーション 48件 43件 89.6％ 

地域密着型通所介護 32件 26件 81.3％ 

認知症対応型通所介護 10件 8件 80.0％ 

居住系 
特定施設入居者生活介護 3件 3件 100.0％ 

認知症対応型共同生活介護 45件 37件 82.2％ 

施設系 

介護老人福祉施設 13件 7件 53.8％ 

介護老人保健施設 15件 14件 93.3％ 

介護医療院 4件 4件 100.0％ 

介護療養型医療施設 11件 11件 100.0％ 

短期入所生活介護 30件 15件 50.0％ 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 4件 3件 75.0％ 

その他 
小規模多機能型居宅介護 10件 8件 80.0％ 

看護小規模多機能型居宅介護 1件 1件 100.0％ 

合    計 540件 436件 80.7％ 

 

【調査結果】 
 

（１）就労形態と資格保有の状況 

 

正規職員の割合が最も多いのは「施設系サービス」で 76.9％、非正規職員の割合が最も多いの

は「訪問介護サービス」で 68.1％となっています。 

 
  

10.5 21.3 7.4 60.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

訪問系サービス(n=1,290)

訪問介護員の就労形態

男性正規職員 女性正規職員 男性非正規職員 女性非正規職員

21.7

21.4

31.1

23.5

38.8

45.9

45.8

35.7

8.1

4.8

3.0

6.1

31.3

27.9

20.1

34.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

通所系サービス(n=865)

居住系サービス(n=603)

施設系サービス(n=975)

その他サービス(n=98)

介護職員の就労形態

男性正規職員 女性正規職員 男性非正規職員 女性非正規職員
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介護職員の資格保有状況をサービス類型別に見ると、「介護福祉士」の割合が最も多いのは「施

設系サービス」で 61.0％となっています。また、「無資格者」が最も多いのは「通所系サービス」

で 29.1％となっています。 

 

 
 

（２）離職率 
 

介護職員の離職率をサービス類型別にみると、正規職員は「居住系サービス」の離職率が高く、

非正規職員は「通所系サービス」の離職率が高くなっています。 

 

 
  

47.5

51.1

61.0

53.1

6.9

7.1

5.6

2.0

16.4

16.9

11.8

25.5

29.1

24.9

21.5

19.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

通所系サービス(n=865)

居住系サービス(n=603)

施設系サービス(n=975)

その他サービス(n=98)

介護職員の資格保有状況

介護福祉士
介護福祉士実務研修修了者（基礎研修、ヘルパー１級含む）
初任者研修修了者(ヘルパー２級含む)
無資格者

11.7
7.2

15.2

0.0% 20.0% 40.0%

訪問介護員

訪問介護員の離職率

正規職員 非正規職員 常勤労働者 非正規職員 短時間労働者

15.4

16.5

18.7

13.4

4.3

24.1

31.9

23.7

17.1

11.1

27.2

28.8

28.7

24.7

18.2

0.0% 20.0% 40.0%

全体

通所系サービス

居住系サービス

施設系サービス

その他サービス

介護職員の離職率

正規職員 非正規職員 常勤労働者 非正規職員 短時間労働者
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（３）過不足の状況 
 

過不足の状況をサービス類型別に見ると、“不足”（「大いに不足」「不足」「やや不足」を合

わせた）が最も多いのは「施設系サービス」で 61.2％、次いで「訪問系サービス」で 60.3％とな

っています。 

 
 

 

過不足の状況を職種ごとに見ると、“不足”（「大いに不足」「不足」「やや不足」を合わせた）

が最も多いのは「訪問介護員」で 70.9％、次いで「介護職員」51.4％となっています。 

 

 
 

 

  

6.5

6.3

6.6

10.0

5.6

0.0

21.2

27.5

16.8

15.0

16.7

11.1

27.7

26.5

25.5

27.5

38.9

22.2

44.5

39.7

51.1

47.5

38.9

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=429)

訪問系サービス(n=189)

通所系サービス(n=137)

居住系サービス(n=40)

施設系サービス(n=54)

その他サービス(n=9)

従業員の過不足の状況

大いに不足 不足 やや不足 適当 過剰

10.0

7.7

3.6

3.1

2.0

1.1

34.2

15.8

15.3

6.2

6.1

8.1

26.7

27.9

23.9

15.4

13.3

16.1

29.2

47.4

55.9

74.6

77.6

74.7

0.0

1.2

1.4

0.8

1.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

訪問介護員(n=120)

介護職員(n=247)

看護職員(n=222)

生活相談員(n=130)

介護支援専門員(n=98)

理学療法士等(n=186)

職種ごとの過不足の状況

大いに不足 不足 やや不足 適当 過剰
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（４）従業員が不足している理由 
 

従業員が不足している理由は、「採用が困難である（募集しても応募がない、または少ない）」

が 87.0％で最も多く、次いで「離職率が高い（定着率が低い）」20.6％、「経営（収支）状況が

厳しく、雇用できない」5.5％となっています。 

サービス類型別にみると、居住系サービスで「離職率が高い（定着率が低い）」が他を 2倍ほど

上回っています。 

 

        ※従業員の過不足の状況において、「大いに不足」、「不足」、「やや不足」を選択した事業所が回答 

 

（５）職員が不足した場合の対応 
 

従業員が不足し、充足しない場合の対応は「法人内の他の事業所から配置転換している」が

43.3％で最も多く、次いで「職員配置基準を守るため、サービス利用者を減らしている」17.9％、

「人材派遣会社に職員派遣を依頼している」6.9％となっています。 

  

20.6

15.8

23.9

42.9

18.2

0.0

87.0

85.1

85.1

90.5

93.9

100.0

5.5

2.6

9.0

14.3

3.0

0.0

10.1

12.3

13.4

0.0

3.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=238)

訪問系サービス(n=114)

通所系サービス(n=67)

居住系サービス(n=21)

施設系サービス(n=33)

その他サービス(n=3)

従業員が不足している理由（MA）

離職率が高い（定着率が低い）
採用が困難である（募集しても応募がない、または少ない）
経営（収支）状況が厳しく、雇用できない
その他

17.9

29.5

10.7

0…

7.4

22.2

43.3

27.5

52.1

57.5

64.8

55.6

6.9

3.6

7.9

15.0

9.3

11.1

5.3

9.8

1.4

0.0

3.7

0.0

17.2

18.1

16.4

25.0

13.0

0.0

9.4

11.4

11.4

2.5

1.9

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=436)

訪問系サービス(n=193)

通所系サービス(n=140)

居住系サービス(n=40)

施設系サービス(n=54)

その他サービス(n=9)

従業員が不足し、充足しない場合の対応

職員配置基準を守るため、サービス利用者を減らしている 法人内の他の事業所から配置転換している

人材派遣会社に職員派遣を依頼している 特に対応していない

その他 無回答
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（６）採用が困難である原因 
 

採用が困難である原因は、「介護を志す若者が減少している」が 58.9％で最も多く、次いで「介

護業界のマイナスイメージがある」43.0％、「賃金が低い」39.1％となっています。 

サービス類型別にみると、その他サービスを除くすべてのサービス類型で「介護を志す若者が

減少している」が最も多くなっています。 

 

 

※従業員の過不足の状況において、「大いに不足」、「不足」、「やや不足」を選択し、従業員が不足している理由について「採

用が困難である」を選択した事業所が回答 
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【４】居所変更実態調査報告書 

 

【回収状況】 

事業所種別 配布数 有効回収数 有効回収率 

住宅型有料老人ホーム 26件 17件 65.4％ 

軽費老人ホーム 11件 7件 63.6％ 

サービス付き高齢者向け住宅 33件 25件 75.8％ 

グループホーム（認知症対応型共同生活介護） 44件 36件 81.8％ 

特定施設入居者生活介護 3件 3件 100.0％ 

介護老人保健施設 15件 13件 86.7％ 

介護療養型医療施設 11件 8件 72.7％ 

介護医療院 4件 2件 50.0％ 

介護老人福祉施設 13件 12件 92.3％ 

地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 4件 4件 100.0％ 

合   計 164件 127件 77.4％ 

 

 

【調査結果】 

 

（１）過去１年間の施設等の入居・入所及び退去・退所の流れ 
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（２）居所別の居所を変更した要介護度の構成 
 

退去者の介護度は、「要介護 4」が最も多く、次いで「要介護 3」となっています。 
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（３）居所を変更した理由 
 

居所変更の理由の第１位を見ると、全体では「医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから」

が 59.1％と最も多くなっています。 

 

（４）居所別の医療処置を受けている人数 
 

入所・入居者の医療処置を受けている状況は、全体では「経管栄養」が最も多く、次いで「喀痰

吸引」、「カテーテル」となっています。 

事業所別にみると、入所・入居者の介護度が比較的高かった「介護老人保健施設」「介護療養型

医療施設」「介護医療院」「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」で「経管栄養」が最も多

くなっています。 

 

8.7

17.6

57.1

4.0

8.3

59.1

47.1

42.9

52.0

69.4

33.3

69.2

62.5

100.0

41.7

100.0

9.4

11.8

24.0

8.3

12.5

5.5

5.9

8.0

15.4

25.0

15.7

17.6

8.0

11.1

66.7

15.4

58.3

1.6

4.0

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=127)

住宅型有料老人ホーム(n=17)

軽費老人ホーム(n=7)

サービス付き高齢者向け住宅(n=25)

グループホーム

(認知症対応型共同生活介護）(n=36)

特定施設入居者生活介護(n=3)

介護老人保健施設(n=13)

介護療養型医療施設(n=8)

介護医療院(n=2)

特別養護老人ホーム

（介護老人福祉施設）(n=12)

地域密着型

特別養護老人ホーム(n=4)

居所変更した理由（第１位）

必要な生活支援が発生・増大したから

必要な身体介護が発生・増大したから

認知症の症状が悪化したから

医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから

上記以外の状態像が悪化したから

入所・入居者の状態等が改善したから

入所・入居者が、必要な居宅サービスの利用を望まなかったから

費用負担が重くなったから

その他

無回答


